
オープンデータサービスの
活用

三池 克明

ü 本書に記載している会社及び製品などの名称は、各社の登録商標または商標です

ü 本文中では、™や®は省略しています



解説する内容について

オープンデータサービスの1つである「e-Stat政府統計の総合窓口」
の活用方法を中心に以下を解説します。

① オープンデータサービスとは

② e-Statの基本操作

③ e-Statの活用

④ e-Statで取得したデータをExcelで利用する

u本書で例示している体裁については、あくまで一例です。

uバージョンによって操作方法が多少異なります。必要に応じて読み
替えてください。
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目次

I. オープンデータサービスとは

II. e-Statの基本操作

III. e-Statの活用

IV. Excelで利用する

【まとめ】

⾒出しをクリックすると
そのページまでジャンプします
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Ⅰ.オープンデータサービスとは

オープンデータとは

1. Wikipedia「オープンデータ」掲載の説明（抜粋）
オープンデータ（Open Data）とは、特定のデータが、一切の著作権、特許など
の制御メカニズムの制限なしで、全ての人が望むように利用・再掲載できるよう
な形で入手できるべきであるというアイデアである。
(https://ja.wikipedia.org/wiki/オープンデータ，2021/6/12閲覧）

2. 「OPEN DATA HANDBOOK」掲載の定義(抜粋)
l利用できる、そしてアクセスできる
l再利用と再配布ができる
l誰でも使える
(http://opendatahandbook.org/guide/ja/what-is-open-data/，2021/6/12閲覧）
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF
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主なオープンデータサービス

様々な組織・団体がデータを公開している
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サービス名 公開しているデータ
イースタット

e-Stat
政府統計データ
⼈⼝、経済、教育、⽂化に関するデータ

リーサス

RESAS 地域経済データ

気象庁 気温、降⽔量などの気象データ
地球温暖化係数など

Google
トレンド 検索ワードの傾向、使⽤ブラウザなど



本書で利用するe-Statについて

• 総務省統計局が管轄、独立行政法人統計センターが運営・管理

• 各府省等が実施する統計調査データを配信

• データはCSVだけでなくExcel形式で配信される

• 数値だけでなく、グラフ、地図との連携も可能
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オープンデータサービスとは

ビッグデータ時代と呼ばれる今日では、様々なデータやデータ利用
サービスが公開され自由に利用できる

1. 政府系
e-Stat、RESASなど

2. 官公庁系
気象庁、各自治体など

3. 民間系
Googleトレンドなど
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Ⅱ.e-Statの基本操作

※本書ではe-Statの操作を中心に解説しておりますが、他のオープン
データサービスでも同様の機能が利用できるはずです。利用方法
については各サービスが提供する情報を検索・参照してください。

• やること
日本の出生数・死亡数のデータをe-Statから検索し、取得します

• 手順(詳細は次ページ以降にて解説）

① e-Statにアクセスする

② カテゴリから取得するデータを選択する

③ 取得したデータを閲覧する
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e-Statにアクセスする

9

ブラウザから
https://www.e-stat.go.jp/

にアクセスする

※Google等の
検索エンジンから
“e-Stat”で
検索するのも良い

https://www.e-stat.go.jp/


地域の統計データを選択
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クリック



都道府県データを表示させる
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①クリックして
選択

②クリック



全国を選択する
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①「全国」を
クリックして選択

②クリック



選択した地域を確認し「確定」をクリックする

13

①確認

②クリック



表示項目を絞り込む
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②項⽬が
絞り込まれた

①データ種別、
分野、⼤分類

を選択



出生数と死亡数を選択
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①「出⽣数」「死亡数」
を個別に選択して

「項⽬を選択」をクリック

②出⽣数、死亡数が
登録されたことを確認



「確定」をクリック
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クリック



全国の出生数と死亡数が表示された
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調査した年度

その年度の
調査結果



e-Statの基本操作
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• 分野・ジャンル等を選択

• カテゴリ等を選択し、項目を絞り込む

•絞り込んだデータを選択し表示させる

•不明点はサービス内のヘルプを参照する

※本書ではe-Statの操作を中心に解説しておりますが、他のオープン
データサービスでも同様の機能が利用できるはずです。利用方法に
ついては各サービスが提供する情報を検索・参照してください。

ポイント



Ⅲ.e-Statの活用

e-Statから日本の出生数と死亡数のデータを取得しましたが、単年
度の表しか表示されません。どういうことなのでしょうか？

• やること
e-Statから取得した日本の出生数・死亡数のデータを年度別の表に成形した
り、グラフ化する

• 手順(詳細は次ページ以降にて解説）

① データのレイアウトを変更する

② データをグラフで表示する

③ グラフの種類を変更する
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2021年度の調査結果が表示されたけど……
(2024年現在）
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調査した年度

その年度の
調査結果



過年度のデータも選べられるけど……
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クリック

年度ごとの経過を追いにくい



レイアウト設定を開く

22

クリック



レイアウト設定が表示される
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ページ上部ブロックにある「調査年」を
行ブロックへ移動させる
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「調査年」を⾏ブロックへ
ドラッグ＆ドロップ



行ブロックにある「地域」を
列ブロックへ移動させる
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「地域」を列ブロックへ
ドラッグ＆ドロップ



列ブロックの「項目」と「地域」を入れ替える
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①「項⽬」の「ｖ」を
クリック

②「地域」「項⽬」の
順に並んだ



確認してから表示を更新
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①確認
「調査年」

③「設定して表⽰を更新」を
クリック

②確認
「地域」
「項⽬」



年度ごとの出生数・死亡数を
把握しやすくなった
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「グラフ表示」を開く

29

クリック



横棒グラフが表示された
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出⽣数

死亡数

グラフの棒に
マウスカーソルを
合わせると

内訳が表⽰される

確かめてみよう！



見づらいので調整する
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クリック



グラフ表示を設定する

32

このように
設定する



表示を更新する
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クリック



折れ線グラフになった

34

1975〜1979年の出⽣数のデータは無いが
グラフ化させると０としてプロットされる



オープンデータサービスの活用

• 行/列の項目を入れ替えることで集計方法を変更できる

• データは表・グラフで表示できる
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Ⅳ.Excelで利用する

e-Stat上で表やグラフの作成・表示を行いました。しかしグラフ化す
ると、存在しないデータが0としてプロットされてしまいました。

• やること
e-Statで取得したデータをダウンロードし、Excelで編集する

• 手順(詳細は次ページ以降にて解説）

① データをダウンロードする

② Excelを起動し、Excelからダウンロードしたデータを開く

③ Excelでグラフを作成する

※本章ではMicrosoft Edge、Excel2016、「ドキュメント」フォルダで作業する環境を
想定しています。必要に応じて読みかえて操作してください
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存在しないデータがプロットされてしまう！
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ダウンロードして
Excelでグラフにしよう

存在しないデータが
０としてプロットされる



統計表を表示させる
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クリック



ダウンロードする
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クリック



オプションを選択しダウンロード
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ダウンロード範囲 全てのデータ
ファイル形式 XLSX形式
ヘッダの出⼒ 出⼒する(強制)
コードの出⼒ 出⼒する
階層コードの出⼒ 出⼒しない
凡例の出⼒ 出⼒する

①選択

②クリック



ダウンロード実行
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クリック



ダウンロード先のフォルダを開く
(画面はMicrosoft Edgeを使用)
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クリック



ダウンロードフォルダに保存された
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ダウンロードした
ファイル



エクスプローラーを開く

① Windowsキー（ ←こんなキー）を押下しながら「E」キーを押下

② エクスプローラーが開かれる
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作業用のフォルダ開く
(本書では「ドキュメント」フォルダ)
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②確認する
①クリック



「ダウンロード」フォルダと
作業用フォルダを左右に並べる
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「ダウンロード」
フォルダ

作業⽤
フォルダ



「ダウンロード」フォルダと
作業用フォルダへドラッグ＆ドロップ
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ドラッグ＆
ドロップ



ファイルがコピーされた
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ダウンロードしたファイルが
コピーされた



ダウンロードして移動させたファイルを
Excelで開く
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「編集を有効にする」を
クリック



データをグラフにしようとすると…

このデータをグラフにしようとすると失敗します
（時間に余裕があるなら確認するのも良いでしょう）

•何で失敗するの？
ü必要なデータである調査年（B列）、

出生数（D列）、死亡数（F列）が
それぞれ離れており、
見出し・データの識別に失敗する

ü出生数と死亡数のデータが
数値ではなく文字列として
入力されている
（計算したり大小の比較ができない）
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1
1
1
1
1
1

A4200_死亡数【⼈】

1975年度 ***

グラフ作成に
失敗する！



どうする？

1. 調査年（B列）、出生数（D列）、
死亡数（F列）がそれぞれ離れている
① ワークシートをコピーし、
コピーしたシートで作業する

② 不要な列（C列E列）を削除し、
調査年・出生数・死亡数を詰めて並べる

2. 出生数と死亡数のデータが
数値ではなく文字列

① 文字列を数値に変換する
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セル左上隅に
マークが表⽰される



ワークシートをコピーする(1/3)
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①シート「1」を
右クリック

②クリック



ワークシートをコピーする(2/3)

53

③クリック

④チェック
⼊れる

⑤クリック



ワークシートをコピーする(3/3)
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ワークシートが
作成された



ワークシート名を変更する(1/2)
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①右クリック

②クリック



ワークシート名を変更する(2/2)
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③シート名を「編集」に変更
（以降、「編集」シートで作業する）



不要な列を削除する(1/3)
※ここから先は「編集」シートで作業する
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①クリック

②[Ctrl]を押下しながら
クリック

③[Ctrl]を押下しながら
クリック



不要な列を削除する(2/3)
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④「削除」を
クリック

③選択した任意の列名を
右クリック



不要な列を削除する(3/3)

•不要な列が削除され、
調査年・出生数・死亡数の
列が並んだ
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文字列を数値に変換する(1/4)
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①出⽣数と死亡数のデータ範囲
（この図ではセルC8〜D54）を

ドラッグして選択



文字列を数値に変換する(2/4)
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②ポイントする
(ポインターを乗せる)



文字列を数値に変換する(3/4)
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③クリック ④クリック



文字列を数値に変換する(4/4)
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数値に変換された



データをグラフにする

①出生数データの
“***”と記述された
セルはDeleteキー
などで空白セルにする

②調査年、出生数、死亡数の
見出しとデータ範囲を選択し
「マーカー付き折れ線」
グラフを挿入する

③グラフをドラッグして
E8あたりに移動する
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なんか変だぞ?

横軸が、新しい年度⇒古い年度の順になっている！
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表を調査年の昇順に並べ替える(1/4)
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①調査年コード〜死亡数の
⾒出しとデータ範囲

（この図ではセルA7〜D54）
をドラッグして選択



表を調査年の昇順に並べ替える(2/4)
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②クリック

③クリック



表を調査年の昇順に並べ替える(3/4)
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④「調査年」を
選択

⑤「セルの値」を
選択

⑥「昇順」
（「⼩さい順」）を

選択

⑦クリック



表を調査年の昇順に並べ替える(4/4)
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調査年の昇順に
並べ替えられた 古い年度⇒新しい年度

に並んだ



縦軸が読み辛い

縦軸の桁数が多く読み辛い
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縦軸の目盛りを万単位にする(1/3)
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①縦軸の⽬盛りを
クリックして選択



縦軸の目盛りを万単位にする(2/3)
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②縦軸の⽬盛りを
右クリック

③クリック



縦軸の目盛りを万単位にする(3/3)
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④「万」を
選択

⑤チェックを
外す



縦軸が何をあらわすか分かりにくい

文脈から人数だろうと読み取れるかもしれないが、単位が不明
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縦軸の軸ラベルを追加する(1/4)
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①グラフを選択 ②クリック



縦軸の軸ラベルを追加する(2/4)
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④クリック

③クリック

③クリック



縦軸の軸ラベルを追加する(3/4)
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⑤縦(値)軸ラベルが
追加された



縦軸の軸ラベルを追加する(4/4)
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⑥「出⽣数・死亡数(万⼈)」
と⼊⼒する



凡例をシンプルにする

凡例の表記を
シンプルにする

① セルC7の内容を
「出生数」に変更する
凡例が「出生数」に変わる

② 同様にセルD7を
「死亡数」に変更する
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グラフタイトルを変更する

何のグラフか分かるようにグラフタイトルを変更する

80

⽅法は
調べたり考えて
取り組んでみよう



オープンデータをExcelで利用する

サービス上の機能だけでは思うような分析が困難な場合がある
üダウンロードすればExcel等のデータ分析ソフトで分析できる

ü公表（オープン）されているデータだからといって雑に扱ってはいけない

ü分析に取りかかったデータは貴重な情報なので、流出・紛失等に注意する

81

ポイント



【まとめ】

1. オープンデータサービスの1つである
「e-Stat政府統計の総合窓口」を活用した

2. サービスの機能を用いて表やグラフを編集した

3. データをダウンロードしてExcelで編集した
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更新履歴

2021/06/12 作成

2021/06/17 誤字脱字修正

2021/10/04 ダウンロード以降の手順を修正

2022/06/23 データが追加された場合を想定して表現を修正

2024/06/19 ダウンロード以降の手順を修正
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